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ふれあいネット・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・10～13
消防だより・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・14
町民カレンダー・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・15
きみの夏祭りの日程（8月15日）等決まる・・・・・・・・16

　にぎわうキャンプ場・・・色とりどりのテント
が張られ、家族連れらがバーべキューをしたり、
また、川遊びや散策などで自然を満喫されていま
す。【６月 14 日・毛原オートキャンプ場で。】
　　　　　　　　　　　　　　（５面に関連記事）

2008
第31号 7



2008・7 2

　

７
月
１
日
か
ら
１
ヵ
月
を
強
調
月
間
と
し
て
「
社
会
を
明
る
く
す

る
運
動
」
が
全
国
一
斉
に
実
施
さ
れ
ま
す
。
“社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
”は
、
す
べ
て
の
国
民
が
、
犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
罪
を
犯
し

た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お

い
て
力
を
合
わ
せ
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い
社
会
を
築
こ
う
と

す
る
全
国
的
な
運
動
で
す
。

　

紀
美
野
町
で
も
、７
月
１
日
（
火
）

に
、
保
護
司
会
、
更
生
保
護
女
性
会

の
皆
さ
ん
に
よ
り
、
各
種
団
体
へ
の

呼
び
か
け
や
街
頭
啓
発
を
実
施
し
ま

す
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
の
、
こ
の
運
動
に

対
す
る
理
解
と
協
力
を
お
願
い
致
し

ま
す
。

紀
美
野
町
青
少
年
育
成
町
民
会
議　

紀
美
野
町
青
少
年
育
成
委
員
会

紀
美
野
町
青
少
年
セ
ン
タ
ー  

収集日、収集手数料につきましては、従来どおりで変更はありません。
また、現在使用しているごみ袋はそのまま使っていただけます。

紀
美
野
町
保
護
司
会

紀
美
野
町
更
生
保
護
女
性
会

〜
み
ん
な
そ
ろ
っ
て
す
こ
や
か
に
〜

　
　
　
　
　
　

夏
の
子
ど
も
を
ま
も
る
運
動

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
７
月
１
日
〜
８
月
31
日

〜
防
ご
う
犯
罪
と
非
行　

助
け
よ
う
立
ち
直
り
〜

　
　
　
　
　
　
　

第
58
回
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

野上区域のごみの処理方法が変わります！

　はじめに、（旧）野上町又、合併後の紀美野町と、31年間に亘り町のごみ処理行政にご協力賜りま
した吉見地区の皆様方に心から御礼を申し上げます。吉見地区内に設置させていただいておりました
野上区域ごみ最終処分場につきましては、本年 7月 31 日をもって閉鎖となりますが、この間、皆様
が示してくださいました協力の精神が、町を支え、住民の皆さんも快適な生活を送れましたことに対
しまして、住民を代表して厚くお礼申し上げます。

紀美野町長　寺本　光嘉

平成20年８月から

昨年の街頭啓発風景

（埋立てから焼却へ）

　さて、吉見地区内の「野上区域ごみ最終処分場」は、昭和 52年から供用を開始しましたが、平成
20年 7月 31日をもって終了となります。
　野上区域の皆様には、お知らせが遅くなりご心配をおかけいたしましたこと、謹んでお詫び申し上
げます。

　つきましては、平成 20年 8月 1日からごみの処理方法が一部変更となりますので、ご理解、ご協
力の程よろしくお願い申し上げます。
　8月 1日以降につきましては、別途配布いたしました、「ごみ収集日等のお知らせ（野上区域）」に
詳しく記載しておりますので、ご家庭の見やすいところに掲示していただき、お間違えのないようお
願いいたします。今後処分費用の大幅な増加が見込まれることから、ごみの総量削減で経費を抑えた
いと考えておりますので、より一層のごみ減量化対策にご協力をお願いします。

お問い合わせは、紀美野町役場住民課　℡ 073 － 489 － 5903 迄

◎
非
行
や
犯
罪
の
被
害
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

◎
水
の
事
故
、
交
通
事
故
か
ら
子
ど
も
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

◎
明
る
い
家
庭
、
明
る
い
地
域
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

◎
未
成
年
者
の
飲
酒
・
喫
煙
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。 

◎
青
少
年
の
有
害
環
境
を
浄
化
し
ま
し
ょ
う
。
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平
成
20
年
第
２
回
紀
美
野
町

議
会
定
例
会
は
、
６
月
９
日
に

招
集
さ
れ
、
17
日
ま
で
の
９
日

間
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

提
出
議
案
は
、
平
成
20
年
度

各
会
計
補
正
予
算
を
は
じ
め
、

条
例
の
制
定
、
専
決
処
分
の
承

認
な
ど
案
件
29
件
が
上
程
さ
れ
、

審
議
の
結
果
い
ず
れ
も
原
案
ど

お
り
可
決
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

議  

案
専
決
処
分
の
承
認

□
紀
美
野
町
国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て

□
紀
美
野
町
手
数
料
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

□
紀
美
野
町
国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て

□
紀
美
野
町
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

□
平
成
19
年
度
紀
美
野
町
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）

に
つ
い
て

□
平
成
20
年
度
紀
美
野
老
人
保

健
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算(

第
１
号)

に
つ
い
て

条
例
の
制
定

□
紀
美
野
町
地
上
デ
ジ
タ
ル
放

送
中
継
施
設
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

（
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
難
視
聴

の
解
消
を
図
る
た
め
、
地
上
デ

ジ
タ
ル
放
送
中
継
施
設
を
設
置

す
る
た
め
。）

□
紀
美
野
町
地
上
デ
ジ
タ
ル
放

送
中
継
施
設
基
金
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

条
例
の
改
正

□
紀
美
野
町
特
別
職
の
職
員
で

非
常
勤
の
も
の
の
報
酬
及

び
費
用
弁
償
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

□
紀
美
野
町
自
然
体
験
世
代
交

流
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一
部

　

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

□
紀
美
野
町
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス

未
来
塾
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

□
紀
美
野
町
廃
棄
物
の
処
理
及
び

清
掃
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

□
紀
美
野
町
消
防
団
員
等
公
務

災
害
補
償
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

□
紀
美
野
町
非
常
勤
消
防
団
員

に
係
る
退
職
報
償
金
の
支

給
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

工
事
請
負
契
約
の
締
結

□
平
成
20
年
度
河
北
・
志
賀
野

簡
易
水
道
統
合
工
事

契
約
金
額（
１
億
９
５
３
０
万
円
）

そ
の
他

□
辺
地
総
合
整
備
計
画
の
変
更

に
つ
い
て

□
紀
美
野
町
過
疎
地
域
自
立
促

進
計
画
の
変
更
に
つ
い
て

□
訴
え
の
提
起
に
つ
い
て

（
旧
美
里
町
の
不
適
切
な
事
務

処
理
問
題
に
係
る
損
害
賠
償
請

求
の
訴
え
を
提
起
す
る
た
め
。）

※
平
成
20
年
度
各
会
計
補
正
予

算
は
、
左
表
の
と
お
り
で
す
。

公営
企業 125,598上水道事業会計(収益的収支)

110,173

7,741
△719

189,581

1,397,231

7,165,076

327,983

25,844
290,108

113,970

50,634

一 般 会 計
国民健康保険診療所事業特別会計

特
別
会
計

216,840

476

△52
0

△3,308

△9,165美里簡易水道事業特別会計

介護保険事業特別会計

老人保健事業特別会計

0

後期高齢者医療特別会計

農業集落排水事業特別会計
野上簡易水道事業特別会計

企 業 会 計

のかみふれあい公園運営事業特別会計 406

会 計 区 分 補正後の歳入補 正 額 歳 出 予 算 額

平成20年度  補正予算
（△は減額　単位：千円）

一般会計補正予算の主な内訳
（△は減額　単位：千円）

・地上デジタル放送中継施設基金  
・移住・定住受入システム支援事業  
・消防防災施設等整備事業（積載車・ポンプ） 
・指定管理者委託料（かじか荘）  
・児童公園屋外遊具設置事業  
・フォレスト・ケア・サポート事業
・ごみ処理費用ほか
・訴訟委託料

90,000
2,000
6,833
7,500
3,525
3,945
68,344
5,966

　

議
会
だ
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
２
回
定
例
議
会

県立自然公園の見直しを行っています
　和歌山県では、県内の優れた自然環境の保全を図るため現在の県立自然
公園を指定解除し、新規指定を含めた抜本的な見直しを行い、自然保護と
適正な利用が両立した新しい時代にふさわしい自然環境保全のグランドデ
ザイン（県立自然公園等の抜本的な見直し原案）を策定しました。今後、
このグランドデザインを元に、関係機関との調整の上、県立自然公園区域
等を決定することとなります。

・町内では、現在の生石高原県立自然公園及び大池貴志川県立自然公園の
2箇所が指定解除し、生石高原県立自然公園、自然環境保全地域「箕六」、
自然環境保全地域「黒沢」の 3地域が候補地となっています。

・新県立自然公園候補地については、産業課、産業・建設室のほか、県自
然環境室、海草振興局健康福祉部衛生環境課及び県情報公開コーナーに
て資料を閲覧することができます。

問い合わせ
役場産業課　自然公園担当　（℡０７３―４８９―５９０１）

生石高原県立自然公園

自然環境保全地域「箕六」
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５
月
27
日
、
野
上
中
学
校
１

年
生
54
名
が
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
養
成
講
座
を
受
講
し
ま
し

た
。
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
と
は

認
知
症
に
つ
い
て
正
し
く
理
解

し
、
偏
見
を
持
た
ず
、
認
知
症

の
人
や
家
族
を
温
か
く
見
守
る

応
援
者
で
す
。
講
座
で
は
認
知

症
は
ど
う
い
う
も
の
か
、
症
状

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
後
、

ど
の
よ
う
な
接
し
方
を
す
れ
ば

よ
い
の
か
な
ど
ビ
デ
オ
を
見
な

が
ら
学
習
し
、
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
の
証
で
あ
る
オ
レ
ン
ジ
の

リ
ン
グ
（
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト
）
を

腕
に
つ
け
終
わ
り
ま
し
た
。

　

“認
知
症
”と
い
う
言
葉
を
初

め
て
聞
い
た
と
い
う
生
徒
も
い

ま
し
た
が
、
終
了
後
の
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
、「
認
知
症
の
人

で
も
感
情
を
持
っ
て
い
る
こ
と

が
分
か
っ
た
」「
認
知
症
の
人

と
は
関
わ
り
た
く
な
い
と
思
っ

て
い
た
が
、
病
気
だ
と
わ
か
り

認
知
症
の
人
の
杖
に
な
ろ
う
と

思
う
」
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
感
想

や
、「
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
を
つ

け
、
優
し
く
接
し
て
助
け
て
あ

げ
る
」「
誰
に
で
も
起
こ
る
こ

と
な
の
で
、
誰
が
そ
ん
な
こ
と

に
な
っ
て
も
そ
の
人
の
助
け
に

な
り
、
役
に
立
ち
た
い
」「
認

知
症
の
人
に
も
だ
が
、
お
年
寄
り

に
優
し
く
す
る
」「
自
分
が
認
知

症
に
な
っ
た
ら
・
・
を
考
え
て
、

言
わ
れ
て
イ
ヤ
な
こ
と
を
考
え

る
」
な
ど
、
自
分
に
で
き
る
こ
と

を
考
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
「
認
知
症

の
人
た
ち
を
理
解
で
き
る
世
の

中
に
な
っ
て
ほ
し
い
・
・
」、

そ
ん
な
願
い
も
あ
り
ま
し
た
。

そ
れ
を
紀
美
野
町
か
ら
始
め
て

い
け
た
ら
・
・
・
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
講
座
は
今
後
、
紀
美
野

町
内
の
全
小
・
中
学
校
に
お
い

て
開
催
す
る
予
定
で
す
。
野
上

中
学
校
１
年
生
の
み
な
さ
ん
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
【
保
健
福
祉
課
】

　

６
月
７
日(

土)

、８
日(

日)

海
南
市
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で

平
成
20
年
度
海
草
地
方
歯
・
口

の
衛
生
に
関
す
る
図
画
・
ポ
ス

タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
な
ら
び
に

歯
・
口
の
健
康
啓
発
標
語
コ
ン

ク
ー
ル
展
が
開
催
さ
れ
、
紀
美

野
町
か
ら
も
多
数
出
品
し
、
展

示
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
内
、
海

草
地
方
審
査
会
で
見
事
入
選

し
、
県
審
査
会
に
推
薦
さ
れ
た

の
は
次
の
方
々
で
す
。

■
図
画
・
ポ
ス
タ
ー
高
学
年
の
部

　

野
上
小
学
校

　
　
　

５
年　

常
田  

優
香

　

毛
原
小
学
校

　
　
　

４
年　

岡
本  

奈
々

■
標
語
の
部

　

毛
原
小
学
校

　
　
　

６
年　

平
井  

有
生
穂

「
み
が
こ
う
よ　

　
　

歯
の
う
ら
す
き
間　

　
　
　
　
　
　

一
、二
、三
」

歯
・
口
の
健
康
に
関
す
る

図
画
・
ポ
ス
タ
ー
・
標
語

作
品
展

中
学
生
の
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
が

　
　
　
　
　
　
　
　

誕
生
し
ま
し
た
! !

野
上
中
学
校
１
年
生
54
名

認知症サポーター養成講座を
受講する生徒の皆さん

野上小学校　５年　常田 優香

毛原小学校　４年　岡本 奈々

『あなたも紀美野町のまちづくりに参加しませんか』
参加者募集

　紀美野町まちづくり推進協議会は、平成１８年に設立され、住民、
地域団体等から構成され、美しく快適で活力あるまちづくりを目
指し、「メロディーロード、きみのふるさと推奨品、桜やイチョウ、
モミジ等の植樹」などの各種事業に取り組んできました。この組
織や取り組みをより推進して行くために、「紀美野町をもっとすば
らしい町にしたい、活力ある町にしたい。」と真剣に考え、当会の
活動に賛同していただける方々に参画して頂き、発展的な意見交
換や事業活動を展開していくことが、非常に重要なことと考えて
います。自分たちが住んでいる町を自分たちの力ですばらしい町
にするんだという思いを十二分に反映させることのできる場であ
ることは間違いないと確信しています。
　皆様方のまちづくりへの熱い思いを、力を合わせ私たちと一緒
に実現してみませんか。皆様のご入会をお待ちしています。

「紀美野町まちづくり推進協議会」事務局　
（紀美野町役場産業課内）電話 073-489-5901
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平
成
20
年
５
月
10
日
（
土
）・

31
日
（
土
）
海
南
・
海
草
・
日

高
予
選
５
戦
５
勝
の
１
位
で
県

大
会
出
場
決
定
。

　

平
成
20
年
６
月
７
日
（
土
）

和
歌
山
県
大
会
で
第
３
位
﹇
紀

の
川
市
桃
源
郷
運
動
公
園
﹈

　

試
合
結
果
、
参
加
メ
ン
バ
ー

は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
参
加
メ
ン
バ
ー
】

　

Ｇ
Ｋ
玉
置
魁
人
（
キ
ャ
プ
テ

ン
）４
年
・
Ｄ
Ｆ
小
門
健
一
４
年
・

中
谷
弦
４
年
・
吉
野
志
音
４
年
・

林
口
尭
司
４
年
・
西
田
孟
留
４

年
・
Ｍ
Ｆ
橋
本
和
機
４
年
・
橋

本
奨
武
４
年
・
橋
爪
凌
４
年
・

舟
底
研
斗
４
年
・
瀬
藤
天
４
年
・

稲
田
荘
成
３
年
・
Ｆ
Ｗ
納
谷
悠

希
４
年
・
貝
野
尚
真
３
年
・
石

井
雅
規
３
年

《
総　

評
》

　

５
月
10
日
（
土
）
の
総
合
運

動
場
多
目
的
人
工
芝
グ
ラ
ウ
ン

ド
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

で
開
幕
し
た
今
大
会
に
お
い
て
、

和
歌
山
県
３
位
は
大
変
う
れ
し

い
こ
と
で
す
。
地
区
予
選
・
和

歌
山
県
大
会
を
と
お
し
て
、
失

点
は
２
で
あ
り
、
Ｇ
Ｋ
玉
置
、

Ｄ
Ｆ
中
谷
、
吉
野
、
小
門
、
林

口
（
貝
野
）
の
４
バ
ッ
ク
及
び

Ｍ
Ｆ
ボ
ラ
ン
チ
の
橋
本
奨
の
バ

ラ
ン
ス
を
保
っ
た
デ
ィ
フ
ェ
ン

ス
に
高
い
評
価
を
与
え
た
い
。

　

一
方
、
オ
フ
ェ
ン
ス
面
で
は
、

ボ
ラ
ン
チ
橋
爪
の
ゲ
ー
ム
メ
イ

ク
に
よ
り
Ｍ
Ｆ
舟
底
、
橋
本
和

が
両
サ
イ
ド
か
ら
突
破
し
、
Ｆ

Ｗ
の
納
谷
、
石
井
の
ス
ピ
ー
ド

を
活
か
す
シ
ス
テ
ム
が
機
能
し
、

得
点
力
も
高
い
チ
ー
ム
に
成
長

し
ま
し
た
。

　

結
果
、
県
大
会
３
位
と
子
ど

も
達
は
本
当
に
よ
く
が
ん
ば
り
、

大
会
を
通
じ
て
多
く
の
感
動
を

与
え
て
く
れ
ま
し
た
。
最
後
に
、

今
大
会
は
４
年
生
大
会
で
あ
り

２
年
後
の
全
日
本
少
年
サ
ッ

カ
ー
大
会
で
の
優
勝
を
新
た
な

目
標
と
し
て
練
習
に
励
み
た
い
。

　

野
上
Ｊ
Ｓ
Ｃ
低
学
年
監
督
（
赤

阪
明
彦
）

☆
新
入
部
員
募
集
！

　

サ
ッ
カ
ー
が
好
き
な
子
ど
も

達　

大
集
合
！　

毎
週
土
・
日

曜
日
午
前
９
時
よ
り
・
木
曜
日

午
後
７
時
よ
り
﹇
総
合
運
動
場

多
目
的
人
工
芝
グ
ラ
ウ
ン
ド
﹈

　

キ
ャ
ン
プ
に
絶
好
の
季
節
を

迎
え
ま
し
た
。
毛
原
オ
ー
ト

キ
ャ
ン
プ
場
で
は
、
休
日
と
も

な
る
と
14
区
画
あ
る
サ
イ
ト
が

県
内
外
か
ら
の
家
族
連
れ
ら
で

一
杯
に
な
り
、
大
変
に
ぎ
わ
っ

て
い
ま
す
。

　

家
族
連
れ
ら
は
、
キ
ャ
ン
プ

場
内
の
広
場
で
ボ
ー
ル
遊
び
を

し
た
り
、
キ
ャ
ン
プ
場
横
の
貴

志
川
で
川
遊
び
を
し
た
り
、
ま

た
、
夕
食
後
、
蛍
を
見
に
出
か

け
た
り
と
楽
し
く
過
ご
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

泉
南
市
か
ら
家
族
と
友
人
合

わ
せ
て
７
人
で
来
た
と
い
う
男

性
は
、「
子
ど
も
た
ち
に
大
変

好
評
で
、
毎
年
来
て
い
ま
す
。

豊
か
な
自
然
が
魅
力
で
す
。」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

５
月
31
日
（
土
）、
６
月
１

日
（
日
）
に
、
Ｊ
Ｆ
Ａ
全
日
本

フ
リ
ス
ビ
ー
ド
ッ
グ
公
式
選
手

権
（
日
本
フ
リ
ス
ビ
ー
ド
ッ
グ

協
会
主
催
）
が
、
ふ
れ
あ
い
公

園
芝
生
広
場
で
開
か
れ
、
公
式

オ
ー
プ
ン
選
手
権
や
シ
ニ
ア
な

ど
10
種
目
に
、
近
畿
地
区
を
中

心
に
約
２
７
０
チ
ー
ム
が
エ
ン

ト
リ
ー
し
て
競
い
合
わ
れ
ま
し

た
。

  

こ
の
競
技
は
、
１
分
間
で
飼

い
主
が
投
げ
た
直
径
約
24
㌢
の

フ
リ
ス
ビ
ー
を
愛
犬
が
キ
ャ
ッ

チ
し
た
距
離
と
キ
ャ
ッ
チ
ン
グ

技
の
ポ
イ
ン
ト
合
計
で
競
う
も

の
で
、
当
日
は
、
フ
リ
ス
ビ
ー

を
懸
命
に
追
い
か
け
る
犬
た
ち

に
、
そ
し
て
、
飼
い
主
と
の
息

が
ぴ
っ
た
り
合
い
、
ジ
ャ
ン
ピ

ン
グ
キ
ャ
ッ
チ
す
る
と
観
客
ら

か
ら
大
き
な
歓
声
が
上
が
っ
て

い
ま
し
た
。

フ
リ
ス
ビ
ー
ド
ッ
グ
公
式

選
手
権　

 

開
か
れ
る
!!

《
ふ
れ
あ
い
公
園
で
》

野
上
Ｊ
Ｓ
Ｃ

　

見
事
3
位
入
賞
！！

第
32
回
全
日
本
少
年
サ
ッ
カ
ー

和
歌
山
県
大
会
（
四
年
生
大
会
）

キ
ャ
ン
プ
シ
ー
ズ
ン

　
　
　
　

到　

来
!!

に
ぎ
わ
う
キ
ャ
ン
プ
場テントでくつろぐ家族連れ
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事業名 対象・内容等 日　　時

健康相談 健康診断書の作成
一般健康相談

７月８日（火）
７月22日（火）

9：00～11：00
9：00～11：00

エイズ検査 エイズの各種相談 ７月８日（火）
７月22日（火）

9：00～11：00
9：00～11：00

検便 ７月８日（火）
７月22日（火）

9：00～11：00
9：00～11：00

こころの
健康相談

心の健康上、不安をもつ方及び家族
※精神科専門医師が相談に応じます。
他の日は、精神保健福祉相談員が相談に
応じます。

７月３日（木）
７月９日（水）
７月17日（木）
７月28日（月）

14：00～
 9：00～
13：30～
13：30～

骨髄バンク
登録検査

骨髄提供者（ドナー）の登録をするための
血液検査と登録手続きを行います。

７月８日（火）
７月22日（火）

10：00～11：00
10：00～11：00

医療安全相談 医療に関する各種相談に応じます。 月曜日～金曜日 9：00～ 17：00

★保育所開放のご案内〈申し込みは、各保育所まで〉

○コアラ　　　　７月２３日 （水）９：３０～１１：３０　子育て支援センター （どろんこ遊び） 
○カンガルー　　７月３０日 （水）９：３０～１１：００　福祉センター 
なお、いずれの行事も今年度に入り初めて参加される方は、申し込みよろしくお願いします。 

★子育て支援センター・自然体験世代交流センター開放、育児相談のお知らせ
親子、友達との遊び場として、ご活用下さい。　（対象）紀美野町在住の子どもと保護者
子育て支援センター

自然体験世代交流センター

育児相談

毎 週 月 曜 日 ／ 9：00～11：30・14：00～16：30
第１・３・５週の木曜日 ／ 9：00～11：30

鎌滝６３６ （℡４９５－３１２７）　毎月　第２・４週の木曜日／9：30～11：30

センター開放日と同じ日・時で行います。　（対象）紀美野町在住の子どもと保護者
※子育てに関する悩み等、個別に面接・電話・訪問相談を行います。

海 南 保 健 所 だ よ り

お問い合わせ、お申し込みは、海南保健所まで　　海南市大野中939　（℡482－ 0600） 

7月の日程
■場　所：総合福祉センター
　　　　　2日・16日・23日・30日（水曜日）
　　　　　美里支所　
　　　　　10日（木）・24日（木）
■時　間：午前９時～１１時
■内　容：健康に関することすべて
■対象者：住民すべての方

★母子手帳・健康手帳をお持ちの方は、必ず
　持ってきて下さい。
★ご希望により血圧測定・検尿・体脂肪測定・
　骨密度測定もおこないます。

お問い合わせ先
保健福祉課　℡４８９－９９６０
住民・福祉室　℡４９５－３４６４

虐待予防に関する相談窓口 地域包括支援センター（保健福祉課）
〔連絡先〕平日（８：30～17：30）℡489－9960（直通）
　　　　　休日・夜間（17：30以降）℡489－2430
〔場　所〕紀美野町下佐々1408－4  紀美野町総合福祉センター内

★遊びの教室のご案内〈申し込みは、支援センター　℡４８９－９７１１　まで〉
※留守の場合は、第二保育所

※予約制です。

※予約制です。

○第一保育所：７月１日（火）・１５日（火）℡４８９－２１４４
○第二保育所：７月 14日（月）・２８日（月）℡４８９－４９５３
○小川保育所：７月４日（金）・１８日（金）℡４８９－２４０５

○神野保育所：７月２日（水）・１６日（水）℡４９５－２０４９
○毛原保育所：７月９日（水）・２３日（水）℡４９９－０１３１
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～健康づくり☆ひと
くちメモ～

　高血圧症、脂質異常症（高脂血症）、糖尿病などに代表される生活習慣病。これまでは、それぞれが個々の原因によっ
て発症するものと考えられてきました。しかし、実は多くの場合、共通するひとつの原因があることが明らかになっ
てきました。それが内臓脂肪です！
　過剰に蓄積された内臓脂肪からは、血圧や血中脂質、血糖値等を上昇させる悪いホルモンが分泌されることが証
明されました。その結果として、生活習慣病を発症する危険が高くなるというわけです。
　このように、内臓脂肪が体に対していろいろな悪さをして、生活習慣病にかかりやすくなっている状態を「メタ
ボリックシンドローム」と呼びます。心筋梗塞など、命に関わる病気へと進行する可能性も高く、危険地帯に一歩
足を踏み入れてしまった状態といえます。

増え続ける生活習慣病・・・　悪いのは“内臓脂肪”だった！

でも！　生活習慣病は“予防が可能”です！
　過剰な内臓脂肪とは、つまるところ日々の食べ過ぎや、運動不足の積み重ね。逆に言えば、きちんと健
康診査を受けて、メタボの芽を発見し、生活習慣を改善すれば、危険地帯から引き返すことが可能です。生活習慣
病の多くは予防できる病気ですので、今のうちに、ご自身の食生活・身体活動を見直し、少しスリムな自分に･･･

今！あなたの“内臓脂肪”はどのくらい貯まっているのでしょうか？
　てっとり早く内臓脂肪量のめやすを知るには、腹囲（おへそ周り）のサイズを測るのが一番！
男性で 85cm以上、女性で 90cm以上であれば、CT検査（腹囲の断面図）での内臓脂肪面積は 100 平方 cm以上
に相当し、動脈硬化が進行している可能性があると考えられます。　こっそり測ってみてね！

障がい者巡回相談のお知らせ
　指定相談支援事業所による巡回相談を下記のとおり実施します。
　障がいのある人、その保護者、介護者などからのさまざまな相談に応じ、必要な情報の提供や権利擁護の
ための必要な援助などを行います。
　巡回相談は、原則予約となりますので、直接事業所に連絡してください。
なお、巡回相談日以外でも　相談に応じていますので、下記事業所までご連絡ください。

対　象　者 月　日 場　所・時　間 予　約　先

精神障がいの方・
家族の方 ７月１日（火） 美里支所　　　　　　9：30 ～ 12：00

総合福祉センター　 13：30 ～ 16：00

野上厚生病院内
相談支援事業所
℡ 489-2908

身体障がいや
知的障がいの方・
家族の方

７月１６日（水） 美里支所　　　　　　9：30 ～ 12：00
総合福祉センター　 13：30 ～ 16：00

　　　　　（あおい）　
療育センターＡＯＩ
℡ 483-0454

お問い合わせは保健福祉課まで（℡４８９－９９６０）

皆さん！年1回の健診はお済みでしょうか？
☆いつまでも自分らしく、輝いた人生を送るためには、健康であることが一番です。
　年に一度は健診を受け、健康の自己管理に努めましょう☆

日　　程 場　　所 国保特定健診
（内科健診）

胃がん検診
（レントゲン）

大腸がん検診
（便潜血検査）

肺がん検診
（レントゲン）

乳がん検診
（触診・レントゲン）

子宮がん検診
（細胞診）

7 月 13 日（日）
8時～受付 総合福祉センター ○ ○ ○ ○ ○ ○

8月 24 日（日）
8時～受付 美里支所 ○ ○ ○ ○ ○ ○

11 月 9 日（日）
8時～受付 総合福祉センター ○ ○ ○ ○ ○ ○

■国保特定健診対象者：40－ 74歳の紀美野町国保加入者。健診費用は無料。
■各がん検診対象者：20歳以上の紀美野町民。検診費用は、がん検診１種類ごとに 500円（40歳以上は無料）。

※上記以外にも、医療機関での個別検診や、国保人間ドック・脳ドック・歯科ドック等もご利用いただけます。
　詳細は保健福祉課までお問合せください。　　保健福祉課：℡４８９－９９６０（総合福祉センター内）

【平成 20年度の集団健診日程を紹介します（７月以降分）。】申し込みは保健福祉課まで！
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平
成
20
年
度
国
民
健
康
保
険

税
、
介
護
保
険
料
お
よ
び
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
料
の
納
税
（
納
付
）

通
知
書
は
、
７
月
中
旬
に
お
送
り

し
ま
す
。
お
忘
れ
の
な
い
よ
う
納

め
て
く
だ
さ
い
。

　

７
月
31
日
納
期
限
の
町
税
お
よ

び
保
険
料
は
下
記
の
と
お
り
で
す
。

・
固
定
資
産
税　

第
２
期
分

・
国
民
健
康
保
険
税
（
普
通
徴
収

分
）　

第
１
期
分

・
介
護
保
険
料
（
普
通
徴
収
分
）

　

第
１
期
分

・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
（
普

通
徴
収
分
）
第
１
期
分

納
税
に
は
便
利
で
安
全
、
確
実
な

口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
税
務
課

（
℡
４
８
９―

５
９
０
５
）
へ

　

税
源
移
譲
の
経
過
措
置
と
し

て
、
平
成
18
年
分
の
所
得
税
は
納

め
た
が
、
平
成
19
年
分
の
所
得
税

は
納
め
る
必
要
が
な
く
な
っ
た
方

に
つ
い
て
は
、
平
成
19
年
度
分
町

県
民
税
を
納
め
た
市
町
村
へ
申
告

す
る
こ
と
に
よ
り
、
平
成
19
年
度

分
町
県
民
税
が
減
額
還
付
さ
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
税

務
課
町
県
民
税
係
に
お
尋
ね
下
さ

い
。
尚
、
対
象
に
な
る
可
能
性
の

有
る
方
に
は
、
６
月
下
旬
頃
に
ご

連
絡
い
た
し
ま
す
。

減
額
措
置
申
告
受
付
期
間

平
成
20
年
７
月
１
日
〜
平
成
20
年

７
月
31
日

　

還
付
時
期
は
、
内
容
確
認
後
の

９
月
末
か
ら
10
月
上
旬
に
な
り
ま

す
の
で
ご
了
承
下
さ
い
。

紀
美
野
町
役
場　

税
務
課　

町
県

民
税
係　

℡
４
８
９―

５
９
０
５

　

最
低
賃
金
の
決
定
基
準
や
罰
金

の
上
限
額
、
派
遣
労
働
者
へ
の
適

用
関
係
な
ど
に
つ
い
て
大
き
な
改

正
が
行
わ
れ
ま
す
。

改
正
の
概
要

・
地
域
別
最
低
賃
金
を
下
回
る
賃       

金
を
支
払
っ
た
場
合
の
罰
金
の

上
限
額
が
２
万
円
か
ら
50
万
円

に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

・
全
て
の
労
働
者
に
最
低
賃
金
を

適
用
す
る
た
め
、
障
害
に
よ
り

著
し
く
労
働
能
力
の
低
い
者
、

試
の
使
用
期
間
中
の
者
、
認
定

職
業
訓
練
を
受
け
て
い
る
者
等

に
関
す
る
適
用
除
外
許
可
規
定

が
廃
止
さ
れ
、
最
低
賃
金
の
減

額
特
例
許
可
規
定
が
新
設
さ
れ

ま
す
。

・
派
遣
労
働
者
に
つ
い
て
は
、
派

遣
先
の
地
域
（
産
業
）
に
適
用

さ
れ
る
最
低
賃
金
が
適
用
さ
れ

ま
す
。

　　

詳
し
い
こ
と
は
、
和
歌
山
労
働

局
賃
金
室
（
℡
０
７
３―

４
２
２

―

２
１
７
４
）
又
は
最
寄
り
の
労

働
基
準
監
督
署
へ
お
問
い
合
わ
せ

下
さ
い
。

期　別税　目 第１期 第２期 第３期 第４期 第５期
国民健康保険税
（普通徴収分）７月３１日 ９月３０日 １２月１日 ２月２日 ３月３１日

介 護 保 険 料
（普通徴収分）７月３１日 ９月３０日 １２月１日 ２月２日 ３月３１日

平成20年度　国民健康保険税・保険料　納期限一覧

1期 2期 3 期 4 期 5 期 6 期 7 期 8 期 9 期
7月31日 9月1日 9月30日 10月31日 12月1日 12月25日 2月2日 3月2日 3月31日

後期高齢者医療保険料（普通徴収分）

＊社会保険事務局からのお知らせ＊
平日の時間延長や休日開庁による年金相談の日程について

　県下の各社会保険事務所では、平常業務時間を延長、
あるいは休日に開庁し年金相談業務を行っております。
　平日の時間延長や休日の開庁日程については随時追加
もあります。　　　　　　　　　
　ご来訪される方は、和歌山社会保険事務局ホームペー
ジでご確認いただくか、社会保険事務所までお問い合わ
せください。
【原則】月曜から金曜は、時間延長。

毎月数回ある休日開庁は、午前９時３０分～
午後４時を予定しています

和歌山社会保険事務局ホームページ
http://www.sia.go.jp/̃wakayama/
和歌山西事務所・総合相談室　TEL ４４７－１６６０

日時　７月２５日（金）　午前１０時～午後３時
場所　紀美野町役場・本庁　２階

＊年金相談のお知らせ＊

旧 日 本 赤 十 字 社 救 護 看 護 婦 及 び
旧 陸 海 軍 従 軍 看 護 婦 の 皆 様 へ

内閣総理大臣名の書状を贈呈します
　先の大戦において、外地等（事変地の区域又は戦地
の区域）に派遣され、戦時衛生勤務に従事された旧日
本赤十字社救護看護婦及び旧陸海軍従軍看護婦の方（慰
労給付金受給者を除く）に対して、その御労苦に報い
るため内閣総理大臣名の書状を贈呈しております。

請求期限は、平成21年3月31日までです。

詳しくは下記お問い合わせ先まで御連絡ください。

◆ 御本人または御家族などからの
   御連絡をお待ちしております。

【問い合わせ先】
〒100－8926　東京都千代田区霞が関2-1-2
　　総務省大臣官房管理室　業務担当
　　電話　０３－５２５３－５１８２(直通 )
　　FAX　０３－５２５３－５１９０

町
税
等
は
納
期
内
に

               
納
め
ま
し
ょ
う

町
県
民
税
の
減
額
還
付
が

受
け
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

平
成
２０
年
７
月
１
日

　

     

最
低
賃
金
法
が

                 

変
わ
り
ま
す
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自衛官採用試験の説明を下記の日程で行います。
月　日　８月１０日（日）・８月３１日（日）
場　所　紀美野町中央公民館
　　　　紀美野町動木２８８番地４
時　間　午前１０時～午後４時の間随時実施
問い合わせ　自衛隊和歌山地方協力本部有田募集案内所
　　　　　　有田市宮崎町１０６－２
　　　　　　ＴＥＬ　０７３７－８２－６６３１

平成２０年度　防衛省からのお知らせ

紀美野町農村総合センターのアルバイト募集
業務内容：プール監視員、グラウンド及びゲートゴルフ場 
　　　　　等施設内での軽作業
期　　間：プール開放日の 12日間（カレンダー参照）
勤務時間：午前 9時～午後 5時
賃　　金：時給 700円
募集人数：2名（明るく元気な18 歳以上で水泳のできる方、
　　　　  ただし高校生は除く）
申込期日：7月 11日（金）の午後 3時までに農村総合

センターへお申し込みください。
なお、採用は面談のうえ決定します。

問合せ先：農村総合センター（TEL 495-3212）
紀美野町教育委員会学事・生涯学習室
（TEL 495-9055）

有害鳥獣捕獲許可一覧表（７月１日現在）
捕獲対象動物 4

月
５
月

６
月

７
月

８
月

９
月

10
月
１１
月
１２
月

１
月

２
月

３
月 捕獲方法 備　　　　考

イノシシ 済 済 済 ● 銃器・わな等 紀美野町全域
アライグマ（小獣類） 済 済 済 ● ● ● ● ● ● 檻 紀美野町全域
カラス（電線） 済 済 済 ● 手獲 関西電力に捕獲許可を出しています
カラス 済 済 済 ● 銃器 長谷・柴目・動木地区
カワウ 済 済 済 銃器 貴志川支流（町内の河川・池）
●・・・捕獲許可が出ている月  　 済・・・捕獲許可が出ていた月
　紀美野町では、鳥獣による農林水産物や生活環境の被害を確認・調査した後、上記のように有害鳥獣として、捕獲許可を出して被害
防止に努めています。捕獲できるのは、許可された者だけですが、銃器やわな等を使用することがありますので、注意してください。

就職に有利な専門的知識や技能を習得します。
募集訓練科・訓練期間　　
   電気設備科　　８月１日（金）～１月 30日（金）
　ＣＡＤ製図科　８月１日（金）～ 10月 27日（月）
募集締切期日      ７月 11日（金）
受講料　        　 無料（但し、テキスト代等は自己負担）
問い合わせ先  　
　独立行政法人雇用・能力開発機構和歌山センター訓練課
　ＴＥＬ０７３（４６１）５６４９

職業訓練生の募集

７月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5
6 7 8 9 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30 31

８月
日 月 火 水 木 金 土

1 2
3 4 5 6 7 8 9
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30
31

プ ー ル 開 放 日

　がプール開放日（延べ 12日間）
　
利用時間：午前 9時～
　　　　　　　　午後 4時 30分
規模：25m× 15m（7コース）
　　　水深 1.10m～ 1.30m

町営住宅入居者募集について
　下記により町営住宅入居者の募集を行います。応募に際し入居
資格等が定められておりますので、詳しくは申込要領をご覧下さ
い。なお、申込要領は役場本庁及び支所で配布しております。

団 地・ 室 名 町営住宅野中団地 101号室（1戸）
所 在 地 紀美野町野中72番地
間 取 り 洋室 (1)、和室 (2)、ＬＤＫ、風呂、トイレ
敷 金 家賃の3ヶ月分
募集期間：平成 20年 7月 1日（火）～ 14日（月）
　　　　　午後 5時 30分（必着・配送可）

（1） 同居又は同居しようとする親族があること。
（2） 申込世帯員全員の政令月収額 200,000 円以下であること。
（裁量世帯については 268,000 円以下であること。）
（政令月収額の算定方法について詳しくは要領をご覧ください。）

（3） 現在、住宅に困窮している方。
（4） 申込時までの住民税、固定資産税、国民健康保険税等を滞納

していないこと。
（5） 家賃、敷金を支払う能力があること。
（6） 入居申込者及びその同居者が暴力団員による不当な行為の防

止等に関する法律 ( 平成 3年法律第 77 号 ) 第 2 条第 6号に
規定する暴力団員でないこと。

入居資格等について (詳しくは要領をご覧ください。)

～男女共同参画ふれあい料理教室～
 身近にある材料で簡単に作れるお菓子作りに挑戦してみません
か？
 おじいちゃん、おばあちゃん、お父さん、お母さん、お孫さんな
ど、どんなグループでも参加ＯＫ！

○対象者　　　　海南市・紀美野町在住・勤務のグループ
○日　時　　　　平成２０年８月２日（土）　

 午後１時３０分から約２時間程度
○場　所　　　　紀美野町総合福祉センター

（海草郡紀美野町下佐々１４０８番地４）
○内　容　　　　料理教室（お菓子作り）

さつまいもクッキー・栗まんじゅう・
牛乳寒天寄せ

講師　寺中　佐知子さん（生石加工グループ）
○定　員　　　　約３０人　（１０グループ程度）
○参加費　　　　無料
○用意する物　　エプロン
○申し込み方法  ７月２２日（火）までに

電話で申し込んでください。
（予定人数に達した場合は，その時点で締め切ら
せていただきます。）
※一時保育を希望の方は申し込みの際に申し出
て下さい。（１才以上対象）

○申し込み先　　紀美野町役場総務課　TEL ４８９－２４３０
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■
内
容

・「
宇
宙
と
星
空
の
講
座
」

　
　

講
師
・
み
さ
と
天
文
台
研
究
員　

・「
紀
美
野
エ
コ
大
使
」
任
命
式

　
　
（
夏
休
み
エ
コ
講
座
に
全
回
参
加
し
た
小･

中
学
生
の
み
な

さ
ん
を
紀
美
野
エ
コ
大
使
に
任
命
し
ま
す
。）

・
小
池
氏
に
よ
る
講
演

■
入
場
無
料

＊
整
理
券
配
布
に
つ
い
て
（
お
ひ
と
り
様
２
枚
ま
で
）

７
月
27
日
（
日
）
午
前
９
時
か
ら
中
央
公
民
館
に
て
配
布

７
月
28
日
（
月
）
か
ら
、
文
化
セ
ン
タ
ー
、
美
里
支
所
、
小

川
・
志
賀
野
地
区
公
民
館
、
真
国
・
国
吉
・
長
谷
毛
原
出
張

所
で
も
配
布
（
開
館･
就
業
時
間
中
）

■
問
合
せ　

中
央
公
民
館

※
こ
の
事
業
は
全
国
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
走
施
行
者
協
議
会
か
ら

の
助
成
を
受
け
て
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

地
球
の
環
境
を
守
ろ
う
・
・
・
と
聞
く
と
、
と
て
も
大
き
な

こ
と
の
よ
う
で
、
何
も
で
き
る
こ
と
な
ん
て
な
い
の
で
は
と
思
っ

て
は
い
ま
せ
ん
か
。
身
近
な
こ
と
、
自
分
た
ち
に
で
き
る
こ
と

か
ら
始
め
る
こ
と
で
、
そ
の
一
歩
が
大
き
な
力
と
な
る
の
で
す
。

　

そ
の
一
歩
を
踏
み
出
す
た
め
に
、
紀
美
野
エ
コ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
開
催
し
ま
す
。
今
年
は
、
身
近
な
地
域
の
自
然
に
つ
い
て

学
び
、
美
し
い
紀
美
野
の
自
然
を
守
り
続
け
て
い
け
る
よ
う
、

み
ん
な
で
取
り
組
ん
で
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
、

ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

　

先
月
、
日
本
人
の
宇
宙
飛
行

士
、
星
出
彰
彦
さ
ん
が
宇
宙
で

「
き
ぼ
う
」建
設
に
取
り
組
ま
れ
、

無
事
帰
還
さ
れ
ま
し
た
。

　

彼
は
宇
宙
飛
行
士
に
な
る
の

が
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
の
夢
で
、

大
人
に
な
っ
て
も
そ
の
夢
を
あ

き
ら
め
る
こ
と
な
く
、
努
力
を

し
て
達
成
し
た
人
で
す
。
宇
宙

飛
行
士
の
試
験
に
３
回
挑
ん
だ

そ
う
で
す
が
、
そ
の
強
い
気
持

ち
に
人
の
生
き
方
を
考
え
さ
せ

ら
れ
ま
す
。
あ
き
ら
め
る
こ
と

な
く
、
夢
を
か
な
え
る
こ
と
を

貫
い
た
こ
れ
ま
で
の
生
活
は
、

本
当
に
充
実
し
た
も
の
だ
っ
た

と
思
い
ま
す
。

　

彼
は
子
ど
も
た
ち
の
「
夢
を

か
な
え
る
た
め
に
ど
う
し
た
ら

い
い
で
す
か
。」
と
い
う
質
問
に

「
何
度
も
挑
戦
す
る
こ
と
で
す
。」

と
答
え
て
い
ま
し
た
。
彼
の
思

い
に
感
動
し
た
と
同
時
に
、
自

分
の
す
ぐ
に
あ
き
ら
め
る
意
志

の
弱
さ
に
恥
じ
入
り
ま
し
た
。

　

ま
だ
ま
だ
星
出
青
年
の
夢
は

果
て
し
な
く
続
き
、
ま
た
そ
れ

に
向
か
っ
て
挑
戦
す
る
こ
と
で

し
ょ
う
。

山　
　

彦　
　
　

第
36
号

環
境
を
考
え
る
町
民
大
学
講
座

『
地
球
と
日
本
の
守
り
方
』

講
師　

小
池
ゆ
り
こ
氏
（
衆
議
院
議
員
・
元
環
境
大
臣
）

８
月
24
日
（
日
）　　

午
後
１
時
か
ら　
　
　

（
午
後
０
時
30
分
開
場
）

中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル

日時 内　　容 講　　師
7/23
（水）

開講式
『貴志川の生物の観察』県立自然博物館研究員

7/25
（金）『みんなで森を守ろう』林業研究グループ

7/30
（水）

『身近な野草の観察と
エコクッキング』

野草を食べる会
保健福祉課栄養士

8/6
（水）『宇宙と地球の環境』（仮）みさと天文台研究員

8/8
（金）

『生石高原の自然と
高原植物について』 生石の大草原保存会

＊ 時間　午前10時～11時30分（初回のみ午前9時～）
＊ 場所　中央公民館　他
＊ 小学生低学年は保護者同伴
＊ 各回定員３０名（定員になり次第締め切ります。）
＊ 申込み・お問合せは中央公民館まで

気づくことからはじめよう・私たちにできるエコ

「
夢
を
み
る
人
に
」

■夏休み、身近なエコについて考えてみよう！
―小・中学生対象エコ講座－
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生
涯
学
習
振
興
の
た
め
に
各

方
面
で
活
躍
い
た
だ
く
方
々
が

決
ま
り
ま
し
た
。
紀
美
野
町
の

人
づ
く
り
に
な
お
一
層
ご
尽
力

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。（
敬
称
略
）

■
社
会
教
育
委
員
会

中
谷
弥
生
（
小
畑
）、
吉
村

真
理
子
（
動
木
）、
小
壷
醇

子
（
鎌
滝
）、井
岡
政
嗣
（
毛

原
宮
）、
東
浦
昌
代
（
松
ケ

峯
）、城
山
敬
三
（
下
佐
々
）、

橋
戸
常
年
（
小
畑
）、
潰
崎

久
美
（
松
瀬
）、
西
浦
史
雄

（
野
中
）、
和
田
喜
代
美
（
井

堰
）

■
公
民
館
運
営
審
議
会

常
田
茂
（
長
谷
）、
段
木

賢
（
動
木
）、
富
阪
實
（
奥

佐
々
）、
中
野
尻
弥
生
（
西

野
）、
土
井
邦
子
（
小
畑
）、

中
谷
昌
史
（
田
）、
平
岡
昌

子
（
大
角
）、藤
本
禎
男
（
野

上
小
学
校
長
）、
東
條
容
子

（
小
川
小
学
校
長
）

■
文
化
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会

根
来
平
（
下
佐
々
）、
橋
戸

常
年
（
小
畑
）、東
潤
子
（
鎌

滝
）、
油
谷
宗
子
（
神
野
市

場
）、田
中
惇
元
（
円
明
寺
）、

小
壷
醇
子
（
鎌
滝
）、
西
浦

史
雄
（
野
中
）、
中
谷
行
生

（
蓑
垣
内
）、
田
尻
章
（
福

井
）、
山
上
範
子
（
真
国
宮
）

■
人
権
委
員
会

会　

長　

森
下
誠
（
毛
原
上
）

副
会
長　

赤
阪
公
顕
（
西
野
）

柳
瀬
フ
ヂ
（
小
畑
）

７
月
19
日
（
土
）
午
後
４
時
〜

り
ら
創
造
芸
術
高
等
専
修
学
校

（
旧
真
国
小
学
校
）
内

■
内
容　

コ
ン
サ
ー
ト
（
ダ
ン
ス
・

タ
ッ
プ
・
バ
ン
ド
発
表
）、

自
主
制
作
映
画
上
映
、
出
店

　

ど
な
た
で
も
ご
自
由
に

ご
来
場
く
だ
さ
い
！

■
問
合
せ　

り
ら
創
造
芸
術
高
等
専
修
学
校

（
電
話
４
９
７―

９
１
１
１
）

り
ら
丸
ご
と
体
験

　

〜
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
〜

８
月
６
日
〜
７
日

　
　
　
　
　
（
１
泊
２
日
）

り
ら
創
造
芸
術
高
等
専
修
学
校

■
内
容　

演
劇
、
ダ
ン
ス
の
特
別
体

験
授
業

■
対
象　

中
高
生
（
30
名
限
定
）

■
料
金　

３
，
０
０
０
円

（
滞
在
中
食
事
４
食
付
）

■
申
込
み　

７
月
31
日
（
木
）
ま
で
に

電
話
に
て
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

図
書
館
だ
よ
り

７
月
12
日
（
土
）

午
後
１
時
30
分
〜

中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル

７
月
19
日
（
土
）

午
後
１
時
30
分
〜

文
化
セ
ン
タ
ー
木
の
温
も
り
広
場

■
内
容

手
作
り
う
ち
わ
・
ス
ー
パ
ー

ボ
ー
ル
す
く
い
・
わ
た
菓

子
・
た
こ
焼
き

■
持
ち
物　

水
筒

■
他　申

込
不
要
（
す
べ
て
無
料
）

■
問
合
せ　

青
少
年
セ
ン
タ
ー
ま
で

（
電
話
４
８
９―

５
９
０
９
）

７
月
６
日
（
日
）

午
後
７
時
30
分
〜

午
後
８
時
30
分
ま
で

天
文
台
・
月
の
館
、
申
込
不
要

移
動
じ
ど
う
か
ん

「
え
ん
に
ち
」が
や
っ
て
く
る
！

七
夕
特
別
無
料
観
望
会

　

今
年
も
中
央
公
民
館
及
び
文

化
セ
ン
タ
ー
に
七
夕
飾
り
を
用

意
し
ま
し
た
。
７
月
７
日（
月
）

ま
で
設
置
し
て
い
ま
す
。
あ
な

た
の
願
い
事
を
ぜ
ひ
短
冊
に
た

く
し
て
く
だ
さ
い
。

「
七
夕
飾
り
に
願
い
を
！
」

各
種
委
員
紹
介

第
２
回
り
ら
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

（
夏
祭
り
）
開
催

新
刊
紹
介

中
央
公
民
館　

■
「
い
す
ゞ
鳴
る
」

山
本
一
力
・
著

■
「
東
京
島
」
桐
野
夏
生
・
著

■
「
夜
の
桃
」
石
田
衣
良
・
著

■
「
源
氏
物
語
へ
の
招
待
」

■
「
脳
を
活
か
す
勉
強
法
」

茂
木
健
一
郎
・
著

■
「
ざ
っ
く
ん
！
シ
ョ
ベ
ル
カ
ー
」

竹
下
文
子
・
著

■
「
地
獄
は
ち
ゃ
ら
く
ち
ゃ
ら

の
巻
」　　
　

沼
野
正
子
・
著

■
「
ま
ん
が
で
学
ぶ
こ
と
わ
ざ
」

青
山
由
紀
・
著

文
化
セ
ン
タ
ー

■
「
愛
し
の
座
敷
わ
ら
し
」

荻
原
浩
・
著

■
「
サ
ウ
ス
ポ
イ
ン
ト
」

よ
し
も
と
ば
な
な
・
著

■
「
手
拭
い
弁
之
助
」

南
原
幹
雄
・
著

■
「
熟
年
革
命
」
渡
辺
淳
一
・
著

■
「
林
檎
と
蛇
の
ゲ
ー
ム
」

森
川
楓
子
・
著

■
「
も
り
に
い
ち
ば
が
で
き
る
」

五
味
太
郎
・
作

■
「
み
つ
ば
ち
み
つ
ひ
め
」

秋
山
あ
ゆ
子
・
作

■
「
あ
た
し
の
お
み
み
っ
て
？
」

し
も
だ
と
も
み
・
作

＊
本
年
度
読
書
感
想
文
課
題
図

書
を
購
入
し
ま
し
た
の
で
、
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

り
ら
創
造
芸
術
高
等
専
修
学
校

（
電
話
４
９
７―

９
１
１
１
）

お
は
な
し
会

文
化
セ
ン
タ
ー

７
月
２
日
（
水
）

午
後
２
時
30
分
〜　

１
時
間

（
ほ
た
る
の
皆
さ
ん
）

中
央
公
民
館

７
月
16
日
（
水
）

午
後
２
時
30
分
〜　

１
時
間

（
野
い
ち
ご
の
会
の
皆
さ
ん
）

た
く
さ
ん
読
ん
だ
よ

【
百
冊
】

岡
本
知
紘
（
１
歳
）

須
川
翔
天
（
第
二
保
）

加
藤
菜
奈
子
（
下
小
２
年
）

下
畑
伊
織
（
下
小
３
年
）

若
林
寛
章
（
野
小
５
年
）

【
二
百
冊
】

　

南 

直
希
（
第
一
保
）

平
松
祐
奈
（
野
小
２
年
）

【
四
百
冊
】

　

桑
添
大
輔
（
野
小
１
年
）

森
谷
秋
穂
（
下
小
４
年
）

【
八
百
冊
】

佐
々
本
優
奈
（
紀
北
支
援
中

２
年
） 
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４
月
19
日
・
20
日
に
海
南
市

民
運
動
場
で
、
県
軟
式
野
球
連

盟
主
催
の
日
本
ス
ポ
ー
ツ
マ

ス
タ
ー
ズ
08
県
予
選
が
、
県
内

の
８
チ
ー
ム
に
よ
る
ト
ー
ナ

メ
ン
ト
形
式
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
紀
美
野
町
に
本
拠
地
を
置

く
チ
ョ
ー
ナ
ン
ズ
と
紀
州
ア
バ

ウ
ト
が
参
加
し
て
、
両
チ
ー
ム

が
見
事
決
勝
ま
で
残
り
激
戦
を

繰
り
広
げ
ま
し
た
。
そ
の
結
果

チ
ョ
ー
ナ
ン
ズ
が
優
勝
し
、
７

月
５
日
（
土
）
に
滋
賀
県
で
開

催
さ
れ
る
日
本
ス
ポ
ー
ツ
マ
ス

タ
ー
ズ
08
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
へ
の

出
場
資
格
を
手
に
入
れ
ま
し
た
。

　

５
月
11
日
（
日
）
に
巽
小
学

校
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
以
下
は
主
な
成
績
で
す
。

【
個
人
戦
】
小
学
生
３
・
４
年
の

部
第
３
位
奥
田
有
哉

【
団
体
戦
】

■
小
学
生
低
学
年
の
部
第
３
位

生
石
Ａ
（
奥
田
有
哉
、
松
本
遥

奈
、
北
晃
知
）、
第
３
位
生
石

Ｂ
（
松
本
航
輝
、
中
浴
成
美
、

上
中
虹
輝
）

■
小
学
生
高
学
年
の
部
第
３
位

生
石
（
若
林
寛
章
、上
中
麻
瑚
、

山
片
彩
）

　

５
月
31
日
（
土
）、
農
村
総

合
セ
ン
タ
ー
ゲ
ー
ト
ゴ
ル
フ
場

で
第
12
回
和
歌
山
県
ゲ
ー
ト
ゴ

ル
フ
春
季
大
会
が
開
催
さ
れ
、

２
０
７
名
の
参
加
者
の
も
と
９

ホ
ー
ル
で
ス
コ
ア
を
競
い
合
い

ま
し
た
。
結
果
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

【
男
性
の
部
】

１
位
森
崎
末
則（
和
歌
山
北
）41

２
位
本
多
敬
治（
下
津
東
） 

42

３
位
池
迫
政
治（
和
歌
山
北
）45

４
位
中
井
利
治（
東
山
東
）45

５
位
高
垣
正
幸（
紀
美
野
町
）46

６
位
東
中
宏
輔（
紀
美
野
町
）46

　

障
害
児
サ
ー
ク
ル
「
ク
レ

ヨ
ン
」
は
毎
週
土
曜
日
午
後

２
時
か
ら
４
時
ま
で
、
中
央

公
民
館
で
、
音
楽
療
法
を
中

心
に
、
障
害
の
あ
る
子
ど
も

た
ち
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

楽
譜
を
見
な
が
ら
、
リ
ズ
ム

を
き
ざ
む
と
い
う
こ
と
は
難

し
い
け
れ
ど
、
ピ
ア
ノ
の
伴

奏
に
合
わ
せ
て
い
ろ
い
ろ
な

楽
器
で
音
を
表
現
で
き
る
よ

う
に
練
習
し
て
い
ま
す
。

　

音
楽
療
法
の
発
表
会
「
き

ら
き
ら
コ
ン
サ
ー
ト
」
や
文

化
祭
の
児
童
生
徒
発
表
会
に

出
演
し
て
い
ま
す
。
６
月
14

日
に
開
催
さ
れ
た
「
海
草
地

方
人
権
尊
重
の
社
会
づ
く
り

推
進
協
議
会
」
の
総
会
で
も
演

奏
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
発
表
す
る

こ
と
で
、
練
習
す
る
目
標
が

で
き
、
励
み
に
も
な
っ
て
い

ま
す
。

　

興
味
の
あ
る
方
は
お
声
を

お
か
け
く
だ
さ
い
。

紀
美
野
町
の
歴
史
と
文
化

そ
の
二
十
七

見
え
た
か
！「
ま
ぼ
ろ
し
の
村
」①

　
「
神
野
真
国
庄
絵
図
」
と
い

え
ば
、
平
安
末
に
作
ら
れ
た

当
町
東
部
の
古
地
図
で
、
教
科

書
に
載
る
ほ
ど
有
名
な
お
宝

で
す
が
、
こ
の
図
の
真
国
川

上
流
に
、「
石
走
村
」
と
い
う

聞
き
な
れ
な
い
村
が
書
か
れ

て
い
ま
す
。
現
在
の
円
明
寺

や
細
野
の
一
部
と
重
な
る
エ

リ
ア
と
見
受
け
ら
れ
ま
す
が
、

そ
の
後
全
く
痕
跡
が
絶
え
、
地

元
に
も
資
料
は
勿
論
、
伝
承

さ
え
残
ら
な
い
「
ま
ぼ
ろ
し

の
村
」
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
昨
年
十
月
、
毛
原

の
古
寺
か
ら
一
枚
の
古
文
書

（
写
真
左
）
が
発
見
さ
れ
ま
し

た
。
冒
頭
か
ら
い
き
な
り
「
イ

シ
ハ
シ
リ
ノ
シ
ヤ
ウ
・
・
」
で

始
ま
る
こ
の
文
書
は
果
た
し

て
郷
土
史
の
ナ
ゾ
に
ど
こ
ま

で
迫
り
得
る
か
・
・
・
以
下

次
回
へ
つ
づ
く

軟
式
野
球
チ
ー
ム

　

チ
ョ
ー
ナ
ン
ズ
近
畿
大
会
へ
!!

第
４
回
海
南
市
民
総
合
体
育
大

会
剣
道
競
技
に
て
大
健
闘
!!

県
ゲ
ー
ト
ゴ
ル
フ
春
季
大
会
開
催

【
女
性
の
部
】

１
位
本
多
百
代（
下
津
東
）49

２
位
前 

美
恵（
紀
美
野
町
）53

３
位
橘
本
陽
子（
紀
美
野
町
）54

４
位
硲 
艶
子（
紀
美
野
町
）54

５
位
岩
切
マ
ス
子（
和
歌
山
北
）54

６
位
中 
早
智
子（
和
老
ク
連
）55

７
月
20
日
（
日
）
午
前
９
時
〜

中
央
公
民
館 

２
階
和
室
研
修
室

■
申
込
み　

７
月
17
日
（
木
）

ま
で
に
、
中
央
公
民
館
ま
た
は

総
務
学
事
課
（
電
話
４
８
９―

５
９
１
０
）
へ

■
参
加　

　

ど
な
た
で
も（
プ
ロ
を
除
く
）

■
参
加
費　

囲
碁
の
部
１
，
５
０
０
円

将
棋
の
部
１
，
０
０
０
円 

（
い
ず
れ
も
昼
食
費
含
む
）

■
賞　

優
勝
、
準
優
勝
、
３
位
、

飛
び
賞
及
び
参
加
賞

■
他　

　

多
数
の
時
、
分
か
れ
て
競
技

し
ま
す
。
警
報
（
波
浪
を
除

く
）
発
令
の
場
合
は
、
中
止

し
ま
す
。

夏
の
囲
碁
将
棋
大
会

『
障
害
児
サ
ー
ク
ル
ク
レ
ヨ
ン
』

［6月14日の演奏の様子］
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は
転
校
す
る
の
と
同
じ
ぐ
ら
い

不
安
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
志

賀
野
小
学
校
が
休
校
と
な
る
こ

と
が
正
式
に
決
定
し
た
時
点

で
、
こ
の
不
安
を
少
し
で
も
解

消
で
き
れ
ば
と
考
え
、
３
学
期

に
交
流
学
習
を
各
学
年
で
２
〜

３
回
程
度
行
い
ま
し
た
。
初
め

は
教
室
に
い
る
人
数
の
多
さ
に

と
ま
ど
い
を
み
せ
て
い
た
も
の

の
、
時
間
が
経
つ
に
つ
れ
て
授

業
に
お
い
て
も
挙
手
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
４
月

８
日
の
始
業
式
の
前
に
対
面
式

を
実
施
し
て
、
志
賀
野
小
学
校

と
野
上
小
学
校
の
児
童
が
あ
い

さ
つ
を
行
い
ま
し
た
。
大
き
な

集
団
の
中
で
大
丈
夫
だ
ろ
う
か

と
い
っ
た
不
安
を
抱
き
ま
し
た

が
、
志
賀
野
小
学
校
の
児
童
に

そ
れ
を
吹
き
飛
ば
す
か
の
よ
う

に
笑
顔
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
天
文
教
室
は
、
万
華

鏡
作
り
に
挑
戦
。
万
華
鏡
は
３

枚
の
鏡
か
ら
つ
く
ら
れ
て
い
ま

す
。
で
も
、鏡
は
使
い
ま
せ
ん
。

ガ
ラ
ス
を
使
い
ま
す
。

　

身
近
に
「
の
ぞ
く
」
と
「
光

の
変
化
」
を
体
験
で
き
る
小
さ

な
空
間
を
作
っ
て
み
ま
し
ょ

う
。
星
空
を
天
体
望
遠
鏡
で
の

ぞ
い
て
み
る
と
何
が
見
え
る
？

そ
こ
に
何
が
あ
っ
て
ど
ん
な
色

な
の
か
、
そ
れ
ら
は
光
が
あ
る

か
ら
分
か
る
こ
と
で
す
。
宇
宙

は
暗
闇
に
光
が
あ
っ
て
楽
し
め

る
空
間
。
じ
ゃ
、
万
華
鏡
か
ら

の
ぞ
く
空
間
は
？
自
分
で
作
っ

た
万
華
鏡
の
の
ぞ
き
穴
か
ら
見

え
る
世
界
は
、
中
に
入
れ
る
材

料
に
よ
っ
て
変
わ
る
の
で
、
自

　

昨
年
度
３
月
24
日
志
賀
野
小

学
校
で
休
校
式
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
１
３
１
年
の
伝
統
あ
る

志
賀
野
小
学
校
が
休
校
と
な
る

こ
と
は
と
て
も
残
念
な
こ
と
で

す
。「
さ
緑
の　

し
ゅ
ろ
の
葉

陰
よ
・
・
・
輝
く
学
園　

志
賀

野
小
」
と
歌
わ
れ
る
志
賀
野
小

学
校
校
歌
も
何
年
か
経
っ
た

後
で
も
必
ず
歌
わ
れ
る
こ
と
で

し
ょ
う
。

　

こ
の
４
月
か
ら
新
１
年
生
を

含
め
15
名
の
児
童
は
、
野
上
小

学
校
に
バ
ス
で
通
学
し
て
い

ま
す
。
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て

　

歌
の
小
道

リ
ラ
冷
え
や
検
診
好
き
の
母
を
連
れ　
　
　
　
　
　

池
上
幸
子

青あ
お
あ
ら
し嵐
み
な
武
骨
な
る
海
の
岩　

 　
　
　
　
　
　
　

 

堀
口
義
子

病
葉
や
鬱う

つ

の
字
を
避
け
書
く
日
記　
　
　
　
　
　

湯
上
ひ
と
み

桐
咲
く
や
北
山
杉
を
そ
び
ら
に
し　
　
　
　
　
　

口
井
ト
シ
子

病わ
く
ら
ば葉
や
ハ
ー
ト
の
型
に
蝕
む
し
ば

ま
れ　
　
　
　
　
　
　
　

阪
口
早
苗

落
ち
蛍
息
吹
き
か
け
て
翔た

た
せ
け
り　
　
　
　
　

手
拝
て
る
代

図
書
室
の
床
の
軋き
し

み
や
五さ
つ
き
や
み

月
闇　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木
惇
子

草
む
し
り
日
陰
る
庭
の
湿
り
か
な 

　
　
　
　
　
　

田
代
哲
郎

細さ
ざ
な
み波

に
苗
の
か
く
る
る
植
田
か
な
　
　
　
　
　
　

 

今
野
昭
子

原
石
の
頃
は
ゴ
ロ
ゴ
ロ
い
た
仲
間　
　
　
　
　
　
　

田
渕
竜
男

急
患
の
緊
張
み
な
ぎ
る
病
廊
の

と
み
に
き
び
し
く
白
衣
行
き
交
う　
　

笹
田
美
代
子

燃
え
盛
る
火
の
粉
は
舞
い
て
妖
を
な
す
炎
の
中
に
茅
の
影
あ
り

（
生
石
の
山
焼
き
）　
　

竹
本
セ
ツ
子

時
季
来
れ
ば
捻
れ
曲
り
し
老
木
も
新
芽
を
伸
ば
し
て
花
を
咲
か
す
る

　
　

段
木
幸
代

｢

浦
じ
ま
ひ｣

と
自
ら
言
ひ
し
漁
師
ら
の
板
子
の
上
の
け
ぢ
め
と
言
ふ
は

山
本
綾
子

堀
た
て
の
筍
う
ま
し
皮
付
き
の
ま
ま
に
ゆ
が
き
し
筍
う
ま
し　

吉
村
紀
子

両
の
甲
右
と
左
で
色
ち
が
い

草
引
く
右
手
黒
く
曲
が
り
て　
　
　
　
　

西
山
一
枝

木
々
の
吐
く
緑
の
息
を
吸
い
な
が
ら

柿
摘
果
す
る
古
里
の
畑　
　
　
　
　
　

西
佐
古
裕
子

家
事
し
つ
つ
山
椒
採
り
は
忙せ

わ

し
か
ろ
う
と

友
よ
り
届
き
し
夕
餉
に
涙　
　
　
　

滝
垣
内
嘉
代
子

雨
上
が
り
つ
つ
じ
の
花
の
皆
散
り
て

ピ
ン
ク
の
じ
ゅ
う
た
ん
敷
き
に
け
る
な
り　

奥
ふ
み
代

天
文
台
だ
よ
り

学
校
だ
よ
り

分
だ
け
の
模
様
を
楽
し
め
ま

す
。
さ
ぁ
、
万
華
鏡
（
写
真
）

を
作
っ
て
み
よ
う
。
そ
し
て
、

万
華
鏡
か
ら
見
え
る
自
分
だ
け

の
宇
宙
を
の
ぞ
い
て
み
よ
う
！

■
日
時　

　

７
月
20
日（
日
）午
後
２
時
〜

■
場
所　

天
文
台
・
月
の
館

■
申
込
み　

事
前
申
込
必
要

（
定
員
先
着
20
名
）、
天
文

台
ま
で

■
参
加
費　

５
０
０
円

■
対
象　

小
中
学
生
（
小
低
学

年
は
保
護
者
同
伴
）

「
平
成
20
年
度
始
業
式
を

元
気
に
迎
え
る
」

紀
美
野
町
立
野
上
小
学
校

「
の
ぞ
い
て　

え
ん
じ
ょ
い　

　

ま
ん
げ
き
ょ
う
づ
く
り
」

社
会
体
験
研
修　

喜
多
智
英
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夏
は
「
熱
中
症
」
に
よ

る
脱
水
症
状
に
ご
注
意
を
！

　

夏
場
、
注
意
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
は
、「
熱
中
症
」
に

よ
る
脱
水
症
状
で
す
。

　
「
熱
中
症
」
と
は
日
射
病
・

熱
け
い
れ
ん
・
熱
疲
労
・
熱
射

病
な
ど
、
暑
さ
や
熱
に
よ
る
生

体
障
害
の
総
称
で
す
。

　

暑
い
と
人
間
は
汗
を
か
き
ま

す
が
、
こ
の
と
き
水
分
や
塩
分

は
体
外
へ
出
て
し
ま
い
ま
す
。

脱
水
症
状
を
起
こ
す
と
、
頭

痛
・
吐
き
気
・
め
ま
い
・
体
温

上
昇
・
だ
る
さ
な
ど
の
症
状
が

あ
ら
わ
れ
、
意
識
が
な
く
な
り

危
険
な
状
態
に
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
ム
リ
を
し
て
長
い
時

間
炎
天
下
で
運
動
を
し
な
い
こ

と
が
一
番
で
す
が
、
次
の
こ
と

に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

予
防
法

☆
外
で
は
ぼ
う
し
を
か
ぶ
り
、

長
い
時
間
炎
天
下
で
過
ご

さ
な
い
。

☆
こ
ま
め
に
水
分
を
と
る
。
ス

ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
は
糖
分

や
塩
分
、
ミ
ネ
ラ
ル
も
同
時

に
補
給
で
き
ま
す
。

☆
寝
不
足
や
疲
れ
て
い
る
と
き

に
ム
リ
を
し
な
い
。

応
急
手
当

☆
休　
　

息　

楽
な
状
態
で
安

静
を
保
ち
、
衣
服
を
ゆ
る
め

た
り
ぬ
が
せ
た
り
し
て
、
体

を
冷
す
。

☆
冷　
　

却　

エ
ア
コ
ン
の
入

っ
て
い
る
と
こ
ろ
、
風
通
し

の
良
い
日
か
げ
な
ど
す
ず

し
い
と
こ
ろ
で
休
ま
せ
る
。

☆
水
分
補
給　

水
が
飲
め
る
よ

う
で
あ
れ
ば
、
少
し
ず
つ
水

を
飲
ま
せ
る
。

※
吐
き
気
が
あ
る　

意
識
が

は
っ
き
り
し
な
い
な
ど　

危
険

な
状
態
で
あ
れ
ば
救
急
車
を
呼

び
ま
し
ょ
う
。

※
災
害
時
の
防
災
無
線
放
送
に
つ
い
て

　

町
内
に
は
長
谷
・
永
谷
、
釜

滝
・
鎌
滝
と
同
じ
呼
び
名
の
地

区
が
あ
り
ま
す
。
災
害
時
の
防

災
無
線
放
送
に
つ
い
て
は
、
野

上　

長
谷
（
ノ
カ
ミ　

ナ
ガ
タ

ニ
）・
美
里　

永
谷
（
ミ
サ
ト

　

ナ
ガ
タ
ニ
）、
野
上　

釜
滝

（
ノ
カ
ミ　

カ
マ
タ
キ
）・
美
里

　

鎌
滝（
ミ
サ
ト　

カ
マ
タ
キ
）

と
放
送
し
ま
す
の
で
、
お
聞
き

間
違
い
な
い
よ
う
に
注
意
し
て

下
さ
い
。

※
火
災
発
生
状
況
案
内
に
つ
い
て

　

紀
美
野
町
内
で
の
火
災
発
生

状
況
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ

せ
は
、
℡
４
８
９
ー
６
６
７
７

に
お
掛
け
下
さ
い
。（
火
災
状

況
が
録
音
さ
れ
て
い
ま
す
。）

※
１
１
９
番
通
報
に
つ
い
て

　

指
令
室
で
は
、
常
に
２
名
で

受
信
対
応
し
て
お
り
ま
す
が
、

火
災
が
発
生
し
た
場
合
な
ど
は

入
電
が
輻
輳
し
直
ぐ
に
受
信
出

来
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
先

に
入
電
し
た
受
信
対
応
を
完
了

次
第
直
ぐ
に
対
応
さ
せ
て
頂
き

ま
す
の
で
ご
了
承
下
さ
い
。

　

尊
い
命
を
救
う
為
に
は
、
バ

イ
ス
タ
ン
ダ
ー
（
傷
病
者
の
そ

ば
に
居
合
わ
せ
た
人
）
に
よ
る

応
急
手
当
が
極
め
て
重
要
で

す
。
も
し
も
の
時
の
た
め
に
、

あ
な
た
も
受
講
し
て
み
ま
せ

ん
か
！

　

尚
、
現
在
修
了
証
を
お
持
ち

の
方
で
前
回
受
講
し
て
か
ら
今

年
中
に
２
年
を
迎
え
る
方
は
、

再
講
習
を
受
講
し
て
下
さ
い
。

講
習
内
容

（
１
）
心
肺
蘇
生
法
の
習
得

（
２
）
大
出
血
時
の
止
血
法
の

習
得

（
３
）
そ
の
他
応
急
手
当
に
関

す
る
こ
と

講
習
時
間

午
前
９
時
か
ら
正
午
ま
で

の
３
時
間
講
習
で
す
。

講
習
場
所

紀
美
野
町
消
防
本
部

講
習
料　

無　

料

申
し
込
み
期
限

受
講
し
よ
う
と
す
る
月
の
前

月
20
日
ま
で
（
７
月
20
日
）

申
し
込
み
（
問
い
合
わ
せ
）
先   

紀
美
野
町
消
防
本
部
警
防
課
ま
で

（
℡
４
８
９
ー
６
３
０
２
）

そ
の
他

・
定
員
の
都
合
上
、
日
を
改
め

て
実
施
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。

・
職
場
、
学
校
、
自
治
会
等
団

体
で
の
申
し
込
み
は
、
随
時
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

火
の
し
ま
つ　

君
が
し
な
く
て　

誰
が
す
る

5月の消防の動き
●火災発生件数…3件（林野・建物・その他）
【事故種別搬送人員】

管　内 管　外 合　計
急 病 36（３） （　） 36（３）
一 般 負 傷 10（　） （　） 10（　）
交 通 事 故 ４（　） １（　） ５（　）
そ の 他 ９（　） （　） ９（　）
合 計 59（３） １（　） 60（３）
※（　　　）内については、ドクターヘリ搬送

次
回
の
普
通
救
命
講
習
・
再
講
習
は

平
成
20
年
８
月
３
日
（
日
曜
日
）

＊発売期間
平成２０年７月１４日（月）
　　　　 ～ ８月１日（金）＊
　この宝くじの収益金は市町村の明るく住みよいまちづくり
に使われます。

（財）和歌山県市町村振興協会

サマージャンボ宝くじの賞金は、
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日　　時 イベント名 開催場所 問い合わせ先（電話番号）

5日（土） 9:00 ～ 毎日新聞社杯争奪少年野球大会【～６日（日）】下神野小学校グラウンド 生涯学習課 489-5915

6日（日）
〃　　

9:00 ～
19:30 ～

毎日新聞社杯争奪バレーボール大会
七夕特別無料観望会

農村総合センター
みさと天文台

生涯学習課
みさと天文台

489-5915
498-0305

7日（月）

〃　　 11:00 ～

移動町長室【２３日（水）】

犬ねこの譲渡講習会【１３日（日）・２７日（日）】

美里支所

県動物愛護センター

総務課
総務・税務室
県動物愛護センター

489-5912
495-3471
489-6500

１１日（金） 9:00 ～ たんぽぽふれあい学級（普通救命講習会） 中央公民館 生涯学習課 489-5915

１２日（土）13:30 ～ 移動じどうかん 中央公民館 青少年センター 489-5909

１３日（日） 9:00 ～ パークゴルフ大会「夏」 のかみふれあい公園 生涯学習課 489-5915

１６日（水）
〃　　

13:00 ～
17:30 ～

行政相談
役場窓口業務時間延長【～２０：００】

中央公民館・美里支所
役場本庁
美里支所

総務課
住民課
住民・福祉室

489-5912
489-5903
495-3463

１９日（土）
〃　　

10:00 ～
13:30 ～

わうフェスタ in サマー【～２１日（祝）】
移動じどうかん

県動物愛護センター
文化センター

県動物愛護センター
青少年センター

489-6500
489-5909

２０日（日）14:00 ～ 天文教室「万華鏡作り」 みさと天文台 みさと天文台 498-0305

２１日（祝） 9:00 ～ がたろ大作戦（貴志川の清掃） 下佐々子ども広場 生涯学習課 489-5915

２３日（水） 9:00 ～ 紀美野エコプロジェクト2008 中央公民館 生涯学習課 489-5915

２５日（金）10:00 ～ 紀美野エコプロジェクト2008 中央公民館 生涯学習課 489-5915

２７日（日）18:00 ～ ミュージカル ｢青春ヒーローの軌跡 尾崎豊 心の景観 ｣ 文化センター 文化センター 495-9055

３０日（水）10:00 ～ 紀美野エコプロジェクト2008 中央公民館 生涯学習課 489-5915

7月

人の動き
総人口………… 11,419人
 　男　………… 5,310人
 　女　………… 6,109人
 世帯数………… 4,643世帯

（平成20年5月末現在）

紀美野町面積128.31km2

　７月、いよいよ夏本番を迎え、子どもたちにとって楽し
い夏休みももうすぐです。
  ９日には、高校野球和歌山大会が開幕します。母校の試
合に一喜一憂することでしょう。そして、８月８日からは、
北京オリンピックも始まります。今から日本選手の活躍が
楽しみです。　　　　　
　皆さん、暑さに負けず、この夏を楽しく過ごしてください。

編 集 後 記

毎月勤労統計調査特別調査についてのお願い
　和歌山県では、厚生労働省所管のもとに本年も毎月
勤労統計調査特別調査を実施します。
　この調査は、常用労働者を１～４人雇用する事業所
を対象に、我が国の雇用労働者の賃金、労働時間、雇
用の変動を明らかにするために年１回実施され、景気
判断や経済情勢に向けての諸政策などに幅広く利用され
ています。
　調査対象となる事業所には、８月から９月にかけて
統計調査員が訪問して調査票を作成します。

　調査票に書かれた事柄は、「統計法」により、厳
しく秘密が守られます。また、統計以外の目的に
用いられることは固く禁じられています。
　ご多忙のこととは存じますが、調査へのご理解
とご協力をお願い申し上げます。

（お問い合わせ先）
　和歌山県企画部企画政策局調査統計課
　TEL 073-441-2388　FAX 073-441-2386
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チ ケ ッ ト 料 金 ：　 
前 売 り 開 始 日： 　

お 問 い 合 わ せ 先：　
チ ケ ッ ト 販 売：　

全自由席 前売り２，０００円・当日２，５００円
７月４日（金）（予約は受付ません。前売り完売の場合当日券はございません。
未就学児同伴のご入場はお断りします。）
紀美野町文化センター　℡　０７３－４９５－９０５５
販売は、町内各施設の開館時間内及び他所営業時間内となります。
【紀美野町内】　文化センター・中央公民館・美里支所・国吉出張所・
長谷毛原出張所・真国出張所･小川地区公民館・志賀野地区公民館
【他所・和歌山市内】　イシイ楽器店（イズミヤ和歌山店内）　
主　　催： 紀美野町・紀美野町教育委員会　　　
助　　成： 和歌山県・（財）和歌山県文化振興財団
協　　賛：（財）和歌山県市町村振興協会

「がたろ大作戦」に参加しませんか！「がたろ大作戦」に参加しませんか！「がたろ大作戦」に参加しませんか！
　がたろ大作戦とは、貴志川の水辺や水中の空き缶やゴミなどを
拾って、貴志川を美しくしようとする活動です。
　紀美野町の魅力は、なんと言っても豊かな自然です。緑が多いこ
とやきれいな貴志川は私たちの誇りです。きれいな貴志川を未来に
残すために、貴志川を掃除します。みなさんもぜひご参加下さい。
　なお、当日は濡れたり、汚れたりしますので、対応できるご用意をお願いします。

平成２０年度 きのくに舞台芸術祭支援事業
紀美野町文化センター開館１０周年記念

公演日時 ： ７月２７日（日）開場１７時１５分・開演１８時
公演会場 ： 紀美野町文化センター
公演内容 ： 劇団 ポプラ　
～ミュージカル 青春ヒーローの軌跡 尾崎豊心の景観～

ミュージカル 尾崎豊 心の景観ミュージカル 尾崎豊 心の景観

※きみの夏祭りに出演・出店を希望する紀美野町内の方（団体等）は、
７月１４日 ( 月 ) までに事務局まで申し込んで下さい。 
申込書は事務所にあります。また詳細については事務局にお問い合わせ下さい。
（出演・出店希望者多数等の場合は、実行委員会で調整させて頂きます。）

日程・開催場所が決まりました。
きみの夏祭りの日程と出演・出店募集のご案内きみの夏祭りの日程と出演・出店募集のご案内きみの夏祭りの日程と出演・出店募集のご案内

３　そ の 他
　①ご参加いただける方は、紀美野町中央公民館
（℡４８９－５９１５）へ連絡下さい。
（締切り７月１０日まで）

　②当日、正午から、下佐々こども広場で焼そばパーティー
をします。がたろ大作戦に参加してくれた人は、下佐々
こども広場へ来て下さい。

　③お問い合わせは、中央公民館まで。
　　主催　リバーサイドフェスティバル実行委員会
　　共催　野上のすてきなゴミ仲間
　　後援　紀美野町　紀美野町教育委員会

２　場　所　

午前９時～１１時３０分まで
開会式　午前９時～
　　　　（下佐々こども広場）
次の場所へ集まって下さい。
■吉野  小川橋下河原
■下佐々 こども広場
■平・吉見 吉見橋下河原
■動木  龍光寺橋詰
■小畑  さんまい河原

７月２１日（月）１　日　時　

日　時　平成２０年８月１5日（金）
場　所　紀美野町神野市場２１８番地
　　　　木の温もり広場（文化センター内・下神野小学校隣）
事務局　紀美野町商工会　美里支所　ＴＥＬ　０７３－４９５－２１８８

〔 〕海の日
の祝日


